
「富士駐屯地見学」を支援

「ホビーのおまつり」で自衛隊をＰＲ

理
解
を
深
め
る
た
め
に
行
わ
れ
、
当
日
は
駐
屯
地
の
概
要
説
明
を
受
け
た
後
、

そ
の
後
、
見
学
者
は
隊
員
が
普
段
食
べ
て
い
る
食
事
の
体
験
喫
食
を
行
い
、

屯
地
見
学
」
を
支
援
し
た
。

リ
自
走
榴
弾
砲
等
の
整
備
の
現
場
を
見
学
す
る
こ
と
に
よ
り
、
整
備
の
重
要

当
初
見
学
者
達
は
、
自
衛
隊
の
活
動
イ
メ
ー
ジ
は
、
訓
練
ば
か
り
の
印
象

静
岡
地
本
は
、
今
後
も
こ
の
よ
う
な
有
識
者
の
団
体
に
よ
る
見
学
機
会
を

課
か
ら
退
職
自
衛
官
と
予
備
自
衛
官
等
の
援
護
制
度
に
つ
い
て
説
明
を
受
け

秀
な
人
材
の
確
保
や
退
職
自
衛
官
の
再
就
職
等
の
援
護
に
協
力
し
て
も
ら
え

こ
の
見
学
は
、
人
道
的
奉
仕
活
動
を
目
的
と
す
る
団
体
が
陸
上
自
衛
隊
の

性
を
知
り
、
自
衛
隊
の
業
務
が
多
岐
で
幅
広
い
こ
と
を
理
解
し
て
い
た
。

１
月
１
５
日
（
火
）、
焼
津
南
ロ
ー
タ
リ
ー
ク
ラ
ブ
会
員
２
５
名
の
「
富
士
駐

を
持
っ
て
い
た
が
、
整
備
工
場
で
１
０
式
戦
車
、
９
０
式
戦
車
、
２
０
３
ミ

る
よ
う
に
関
係
強
化
に
努
め
て
い
く
。

資
料
館
や
整
備
工
場
、
装
備
品
の
見
学
等
を
実
施
し
た
。

た
。

そ
の
ボ
リ
ュ
ー
ム
の
あ
る
内
容
に
驚
く
と
と
も
に
、
最
後
に
静
岡
地
本
援
護

活
用
し
、
自
衛
隊
に
対
す
る
理
解
と
関
心
を
深
め
て
も
ら
う
と
と
も
に
、
優

自
衛
隊
静
岡
地
方
協
力
本
部
（
本
部
長
・
根
本
博
之
１
等
陸
佐
）
は
、
１

自
衛
隊
静
岡
地
方
協
力
本
部
（
本
部
長
・
根
本
博
之
１
等
陸
佐
）
は
、
１
１

動
を
実
施
し
た
。

隊
の
装
甲
車
両
は
一
際
来
場
者
の
目
を
引
い
て
い
た
。

ミ
ヤ
フ
ェ
ア
２
０
１
６
」
に
お
い
て
、
陸
上
自
衛
隊
第
３
４
普
通
科
連
隊
（
板

当
日
は
、
広
い
館
内
に
様
々
な
体
験
コ
ー
ナ
ー
や
物
販
ブ
ー
ス
が
並
ぶ
中
、

・
株
式
会
社
タ
ミ
ヤ
が
主
催
し
、
今
年
で
１
８
回
目
を
迎
え
た
。
２
日
間
で
約
２

れ
ば
い
い
か
」
と
い
っ
た
様
々
な
質
問
を
し
て
い
た
。
ま
た
、
広
報
官
か
ら
説

撮
影
を
楽
し
む
と
と
も
に
、
自
衛
官
の
採
用
制
度
説
明
コ
ー
ナ
ー
に
も
足
を
運

妻
駐
屯
地
）
及
び
第
１
戦
車
大
隊
（
駒
門
駐
屯
地
）
か
ら
支
援
を
得
て
広
報
活

自
衛
隊
ブ
ー
ス
の
軽
装
甲
機
動
車
や
９
６
式
装
輪
装
甲
車
と
い
っ
た
陸
上
自
衛

月
１
９
日
（
土
）
と
２
０
日
（
日
）、
ツ
イ
ン
メ
ッ
セ
静
岡
で
開
催
さ
れ
た
「
タ

万
６
千
人
が
訪
れ
る
大
き
な
イ
ベ
ン
ト
で
あ
る
。

こ
の
フ
ェ
ア
は
、「
模
型
の
世
界
首
都
・
静
岡
」
を
代
表
す
る
模
型
メ
ー
カ
ー

び
、「
体
力
に
自
信
が
な
い
が
大
丈
夫
か
」「
パ
イ
ロ
ッ
ト
に
な
る
に
は
ど
う
す

来
場
者
は
制
服
・
迷
彩
服
の
試
着
体
験
や
ド
ー
ラ
ン
体
験
、
車
両
と
の
記
念

け
邁
進
し
て
い
く
。

加
し
、
自
衛
隊
へ
の
興
味
や
関
心
を
高
め
、
熱
意
あ
る
若
い
志
望
者
獲
得
に
向

強
や
運
動
を
頑
張
り
た
い
」
と
意
気
込
み
を
語
っ
て
い
た
。

静
岡
地
本
は
、
今
後
も
こ
の
様
な
地
域
の
大
き
な
イ
ベ
ン
ト
へ
積
極
的
に
参

明
を
聞
い
た
小
学
生
は
「
将
来
戦
闘
機
パ
イ
ロ
ッ
ト
を
目
指
し
て
、
今
か
ら
勉


